




































































































































































































3) 安藤宣夫，八i険一秀，竹下笠志成 0999)rz1世紀にむかつて“まいどおおきに＂ j!3治体
研究社 p. 34～35 

































































































5) 老人給食協力会〈ふきのとう〉編 0989)r老人と生きる食事づくりj品文社 p.112～ 
113。ここでは，食事サービスの役割について，あたたかな心のこもった食挙をとることに
よって①栄養のバランスを考えた食楽ができる，②生活のリズムがよみがえる，③心の授か
さを取り戻せる， ci長代による食生活の潔慣や獄立のズ、レを埋めることができる，⑤病気の
時に栄養が摂れる，⑤お互いの仲間づくりができることなと守がよげられている。
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者が30人から40人あまり利用しており，昼食を提供すると問時に高齢者間のコミュニ
ケーションを支援する役割をも担っている。昼食を通じて 友人と話せる機会づくり
の場としても喜ばれているのである。
この事業はもともとは，空き窟舗の有効活用等を考えて実施されたもので，元の店
舗の欄などの販売用具の解体撤去を行い，内装工事を施し，店内にテーブルと椅子を
置いて，人が集まって食事ができる空間として改装を行っている。食事の準備は共同
作業所「朱雀工房Jの仕事として調理作業の委託をおこない，商店街の食事会場まで
配達をしてもらう。食材の調達は 商店街の各店での購入を前提に行なっている。
食事場所に出てこれない高齢者には，朱雀工房の仕事として配金サービスをおこな
う。配食の注文も，商店街で一括受注をおこない，ヱ蕗へ発注連絡を入れる。配食の
は，工房からの派遣のほかに，地域女性会や社会福校協議会，各種自体からのボ
ランティアを組織化して実施している。
昼食会の帰りには，参加者が践活街で自分の好きな食材を買って帰り，夕食あるい
は翌日の食材とするなどの姿も見受けられるという。
昼食サービスを通して，みんなと一緒に食事を楽しみ，食事後に交流をする喜びを
高齢者は見出している。このサービスは自立して暮らしている高齢者の生活上の要求
や思いを取り上げているといえるだろう。酪！日おでは，高齢者で外出の不自由な人ほ
ど，日常生活では家に引きこもり，テレビのお守りになり，一日中会話がない生活に
なってしまいがちであるので，多くの高齢者は，人との会話やふれあいに渇望してい
るのが現状6）わであると認識しており，なるべく昼食会場に出てきてもらう方式を諜
用している。出て来れない高齢者には，配食サーピスも実施しているが，高齢者を家
に間じ込めてしまい社会的に孤立化することになるのではないかという思いから，基
本的には出てきてもらうように呼びかけている。
この事業も，決しでもうかる事業ではないと原田氏はいう。けれども，商岩衝の買
6) 変原敬（2oooJr街は，要るj学芸出版社。安原は， f街とは，人が密集して住み，働き，
遊ぶことにより人の往来の多い場所jと定義し， f誌の意味として， f家族を包み込む，家族
に次ぐ第二次0な殺しい人間集団でありJ，だからこそ「自分自身の確認の場所，自らのア
イデンテイティを仮託する場所であり，そして人間関係や人との交流を深める舞台として不
可欠な装霊Jとして佼置付けている。
7) 田中直人（1996)r福祉のまちづくりデザインj学芸出版社。田中は， I荻神大震災により
大きな被害を受’けた！日市街地において特徴的な商店街や市場が存在し，それが日頃から親し
みやすい下！!fのコミュニテイを形成していた。住宅の近くにある顔見知りのお店に姿をみせ
るお年よりの日常生活の淡しみは，情的安心とi苓ち務きを与える地域環境の主主力であった
といえる。地域を活性化し，人々のコミュニケーションを援にするためにも瀦店街や浴場等
の尚業空間は重要である」と述べているc
お齢化社会と尚！日tr 75 
い物客が，昼食サーピスを受けている高齢者らの様子をみて，「私らも年を取ったら
ここで食べさしでもろたらええね。Jと話しているのを聞いて，安心で安全な暮らし
を提供するという商店街の理念に一歩近づいたと感じるそうである。
( 4 ）西新道錦会のこれから
これからの方向としては，更なる高齢化対応、を考えているという。具体的には，
ホームヘルパーの基地，訪問看護ステーションの基地をつくろうとしている。訪問看
護ステーションの構想、は，ファックスネット委員会に入っている私立病段の保健婦1
名と看護婦2名にステーションに常駐してもらい，同時に地域にある医師の協同組合
との連携を考えている。そうすることによって，相談があったら，この相談者は町の
おE三者さんでいいだろう，この相談者はちょっと重症だから病段へといった振り分け
ができるようになる。また，日常的な健康についても相談をすることができ，かつ訪
問診療もしてもらえるような相談体制を作ろうとしている。これからの高齢化がさら
に進んだ持に，保健・臨療・福祉の問題に応えられる地域の受け姐づくりへとつなが
る干草想である。
6.今後の展望…一一地域との共生を目指して
以上，商店街が生き残っていくための手がかりを得るために，西新道錦会の取り組
みを克てきたが，いくつかのヒントが認されているように思われる。
その一つは，地域との関係作りである。商店街が生き残っていくためには，商業者
だけの努力でできるものではなく，地域の人々に支持されることが必要であり 8），そ
のためには支持されるだけの価値が必要である。そこで，｛酎直づくりに努力すること
が求められる。お客さんが来るのを待っているだけでなく，お客さんのニーズを引き
出し，それに応える多様な活動を行うことによって，来f誌のチャンスを生み出す活動
である。
西新道錦会の場合には，高齢者を対象とした昼食サービスを実施することによって
高齢者の顧客の来街のチャンスを増やし，昼食誌には商店街で買い物をして帰っても
8) 中沢孝夫（2001)r変わる商店街j岩波書店。小沢は，コンビニ経営にみられるような地
I或に対して責任を持たない経営方法：土問題が多いことを指議している。たとえば，商店街振
興会などの総合に加入してなかったり，地域の清掃などにも参加しないことなど，どのよう
な出資も労力も地域に対して払わないことは，「公共！日ーとしての地域j を jjlj~l（し利用してい
るだけだと述べている。
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らえるような買い物の切っ掛けづくりを実施している。
二つ自には，双方向の情報発信基地の魅力づくりである。買い物カードの利用を通
して，買った品物のリストや儲格が把握でき，家計簿としての利用ができることや，
ファックスネットを通じて，商店街のお得な買い物情報のほかに，地域の情報までも
が入手できる。近い将来には，健康相談もできるようである。
一門自には，それぞれの個店の魅力を部設することである。商新道錦会では，同じ
業識の店舗が4～5件ある。八百屋も魚屋も譲数件ある。お客に選んで、もらうことに
よって，それぞれの店舗が自分の躍の独自性を作っていくことができる。何件かあれ
ば，自分の店の得意な分野であるとか，“売り”の商品はこれであるなど，お客に選
んでもらえるような工夫が進んでいくであろう。
西新道錦会の取り経みをまとめてみて感じるのは，商店街活動をしていると言うよ
りも，地域の「まちづくり」を行っているという感覚がすることである。コンセプト
は，「安心・安全な暮らしのできる街jf高齢者が暮らし良い街Jrずうっと生み続け
られる街jである。商店街が商賠街としてだけ生き残ることはできなくて，豊かな地
域社会が脊つことによって，始めて商店街も成り立つのであるという考え方に裏づけ
されている。
地域を利用するだけでは，地域は疲弊する。住み続けられるまちづくりを考えてい
くことが商岩街としての重要な課題となってくるのである。
商店街のメンバーも地域をつくる一員であると自覚する必要があるだろう。自らが
地域に対して何ができるか。方向を考え，模索し，手探りで動き始めて行く所に新し
い可能i空が生まれる。動き始めれば商店街の衰退は解決するといった箆単なもので
はないであろう。動けば傷が深くなる場合もあるだろう。けれども，自分の暮らすま
ちだと意識をして行動や動きかけをすることによってしか，商店街の生き延びる道は
ないであろう。
